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伊
賀
市
ア
ー
カ
イ
ブ
講
演
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
二
一
年
二
月
二
十
七
日
（
土
）

 

 

芭
蕉
像
の
諸
相 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

於
ハ
イ
ト
ピ
ア
大
研
修
室 

関
西
大
学
名
誉
教
授 藤

田 

真
一 

一 

許
六
筆
「
芭
蕉
曽
良
行
脚
図
」
（
奥
の
細
道
行
脚
之
図
） 

 
 

 

許
六
（
１
６
５
６
～
１
７
１
５
）：
彦
根
藩
士
。
森
川
氏
。
蕉
門
。
元
禄
五
年
（
１
６
８
２
）
八
月

入
門
、
翌
年
五
月
帰
藩
（
以
後
芭
蕉
と
の
面
会
は
な
い
）。
編
著
『
本
朝
文
選
』『
宇
陀
法
師
』『
韻

塞
』
な
ど
。
画
技
に
も
秀
で
、
芭
蕉
像
を
残
す
。 

  

＊
「
芭
蕉
曽
良
行
脚
図
」 

 

落
款
：「
元
禄
癸
酉
春
五
老
井
居
士
許
六
謹
画
」（
元
禄
六
年1

6
9

3

春
）
在
江
戸
中 

 

二 

杉
風
筆
「
芭
蕉
座
像
」 

 
 

 

杉
風
（
１
６
４
７
～
１
７
３
２
）：
幕
府
出
入
り
の
魚
問
屋
。
杉
山
氏
。
鯉
屋
。
最
初
期
か
ら
の
門

弟
で
、
賛
助
者
。
芭
蕉
自
筆
物
「
鯉
屋
物
」（
天
理
図
書
館
蔵
）。
芭
蕉
像
を
手
が
け
る
。 

  

＊
「
芭
蕉
座
像
」 

 
 

 

落
款
：「
亡
師
芭
蕉
翁
之
像
画
杉
風
」 

 

三 

破
笠
筆
「
芭
蕉
座
像
」 

 
 

 

破
笠
（
１
６
６
３
～
１
７
４
７
）：
漆
芸
家
。
小
川
氏
。
江
戸
住
。
蕉
門
。
漆
芸
を
は
じ
め
と
す
る

工
芸
を
本
領
と
し
、
絵
画
に
も
優
れ
る
。
晩
年
、
工
芸
の
技
に
よ
っ
て
津
軽
藩
に
仕
え
る
。 

  

＊
「
芭
蕉
座
像
」 

 
 

 

落
款
：「
芭
蕉
翁
末
弟 

卯
観
子
笠
翁
年
八
十
有
二
図
」（
寛
保
四
年1

7
4

4

）
没
後
五
十
年 

 

四 

蕪
村
筆
「
芭
蕉
像
」
二
点 

 
 

 

蕪
村
（
１
７
１
６
～
８
３
）：
南
画
家
。
与
謝
氏
。
大
坂
生
。
１
７
５
１
年
よ
り
在
京
。「
奥
の
細
道

絵
巻
」
を
手
が
け
る
。
俳
画
の
名
作
を
多
数
残
す
。 

 
 

 

＊
「
芭
蕉
座
像
」 

 
 

賛
：「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蕪
村
拝
写
」 

花
に
う
き
世
我
酒
し
ろ
く
め
し
黒
し 

 
 

 
 

 

夏
衣
い
ま
だ
虱
を
と
り
つ
く
さ
ず 

 
 

 
 

 

は
せ
を
野
分
し
て
盥
に
雨
を
き
く
夜
哉 

 
 

 
 

 

と
し
の
く
れ
笠
着
て
草
鞋
は
き
な
が
ら 

」 



 

2 

 

 
＊
「
芭
蕉
立
像
」 

 
 

賛
：「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蕪
村
写 

人
の
短
を
云
ふ
こ
と
な
か
れ 

 
 

 
 

お
の
れ
が
長
を
説
こ
と
な
か
れ 

 
 

 
 

 
 

も
の
云
へ
ば
唇
寒
し
秋
風 

  
 

 
 

 
 

 

（
芭 

蕉 
立 

像
） 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
は
、
五
老
井
が
図
せ
る
蕉
翁
の
像
な
り
。
句
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

め
い
月
や
池
を
め
ぐ
り
て
終
夜
、
也
。
そ
れ
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

坐
右
の
銘
の
句
に
書
か
へ
侍
る
。」 

 

五 

蕪
村
の
「
芭
蕉
像
画
論
」 

＊
安
永
七
年
（
１
７
７
８
）
十
一
月
二
十
六
日
付
子
謙
宛
書
簡 

 
 

 

翁
肖
像
画
法
、
左
の
如
し
。 

 
 

 

〇
杉
風
が
画
の
肖
像
も
少
々
俗
気
有
之
候
故
、
い
さ
さ
か
添
削
を
加
候
。
都
す
べ

て
肖
像
之
画
法
は
、

年
を
寄
せ
候
が
能
よ
く

候
。 

 
 

 

〇
杉
風
原
本
に
は
し
と
ね
を
敷
候
へ
ど
も
、
是
は
よ
ろ
し
か
ら
ず
候
。
仏
家
之
祖
師
な
ど
の
像
に
は

褥
も
よ
く
候
へ
共
、
翁
な
ど
の
ご
と
き
風
流
洒
落
に
て
、
脱
俗
塵
た
る
像
は
、
只
寒
骨
相
に
て
寂

し
き
方
を
貴
び
申
事
に
候
。 

 
 

 

〇
愚
老
、
む
か
し
関
東
に
於
て
、
許
六
が
画
の
肖
像
に
素
堂
の
賛
有
之
物
を
見
申
候
。
厳
然
た
る
真

跡
、
伝
来
正
し
き
も
の
に
候
。
其
像
之
面
相
は
、
杉
風
が
画
た
る
像
と
は
大
同
小
異
有
之
候
。
許

六
が
画
た
る
も
、
翁
現
世
の
時
之
画
と
相
見
え
候
。
杉
風
・
許
六
二
画
の
内
、
い
づ
れ
が
真
に
せ

ま
り
候
や
。
無
覚
束
候
。
愚
老
写
す
る
所
は
、
右
二
子
の
画
た
る
像
を
参
合
し
て
写
出
候
。
庶
幾

こ
い
ね
が
わ
く
は

其
真
に
せ
ま
ら
ん
事
を
。 

     


